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2 pp-11　　　　　臼杵藩稲葉家江戸屋敷の年中行事について

　　　　　　　　　　　　別府大短大　　　江後迪子

　　目的　臼杵藩稲葉家の祐筆日記（大奥日記）は享和元年（1801）より明治14年（1881）

　までの75年間が臼杵市立図書館に所蔵されている。この日記は江戸上屋敷および役所、江

　戸中屋敷、江戸下屋敷、臼杵上屋敷および役所、日杵米山屋敷に分類され、のべ120年分

　におよんでいる。日記の内容は日々の動静をはじめとして年間365日ほとんど毎日詳細に

　書かれていて、大名の生活の様相を知ることができる。本報では、臼杵藩稲葉家江戸屋敷

　における年中行事と食生活について報告する。

　方法　江戸屋敷の日記は享和元年（1801）より嘉永6年（1853）までの53年間、のべ71

年分があり、江戸上屋敷および役所、江戸中屋敷、江戸下屋敷に分かれている。まず祐筆

日記の概要および五節句を中心とした年中行事と食べ物の関わりについて調べ、その他の

行事としてお買初め、七種、鏡開き、とんど焼、初午、氷室、嘉祥、土用、暑入、中元、

生身魂、虫干、八朔、月見、冬至、玄猪、寒入、お事初め、煤払、餅つき、年越、節分等

についても調べ、江戸年中行事等の文献とも比較検討した。

　結果　上巳の場合においては上屋敷、中屋敷、下屋敷とも白酒、貝尽し、菱餅、ひな菓

子等がみられ、役所の日記には雛への御膳、雛菓子の詳細や菱餅の手配等行事についての

段取りが記されている。端午の場合も柏餅の手配や綜の配布法など、七夕では七夕飾りの

方法および素麺、瓜、西瓜などの供物、重陽では神前、仏前他20か所へ赤飯を供えるなど

がみられた。七種粥、鏡開きの汁粉、氷室の氷餅、生身魂の肴等特徴的なものも多い。

2 Pp-12 『調理叢書』にみる将軍の献立について( 第2報）

　　　　一季節による食品の違いなどについてー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅花短大　高in晴子

目的　　　　文政年間の徳i¶1将軍の献立記録を通して、将軍の食事を知る．　また当時の食品

の季節感を知る．

方法　　　　国立国会図書館所蔵の『調理叢書』( 文政6年（18 2 3））に記載されてい

る1 1代将軍偲川家斉の献立記録を資料とする･ 1月、4月、７月, 10月の献立記≫の

ある『調理叢書七』、『m理叢書十』, 『調理叢書十三』．『調理叢書十六』の内容を比

較検討する．

結果　　　　１ヶ月間の食&出現数は朝食（朝) .昼食（御二度目) . 夕食（御三度目）の

３食をあわせると約2 0 0種で、朝食. a食、夕食それぞれV-l I Q 0 種である. 1 0の平

均食品延べ数は朝食1 5,昼食1 3, 夕食1 2のJt 4 0である．出現数の多い食品は. 殼

類は（飯.もち、だんご).芋類は（さといも, ■＼■まのいも）.租実狽は（ぎんなん、く

り）,豆類は（とうふ、くろまめ). 魚介類は（たい、ふし, いしかれい）, 鳥卵類は

（たまご、かも）野菜類は（だいこん、とうがらし、しよ戈が).果実類は（くねんぼ、

なし）, 茸m.は（しいたけ．まつたけ）、藻類は（ひじき、のり）などである．野菓類に

は（きのめ、しそ．たで、みょうが）など香辛味の豊かなものが多く含まれている．食品

の季節感は出現数の少ないものに見られるが. 1月には　い

し）, 4月には（あゆ．つるな．まつな、）7 月には（さば．すずき、えだまめ、むかごＩ）

10月には（あんこう、うづら、きくみ）等がある．　『徳川禁令考』などとのit, 較検討も

行っている．
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